
地域とかかわり合う子の育成
～カリキュラム・マネジメントを通して～

令和元年度 江東区教育委員会課題研究校

研究課題「教科領域の連携を生かした学習指導の推進」



地域に愛着をもつ児童の育成

豊かな心を育てる俳句教育

社会の形成者としての資質能力を育てるＥＳＤ

八名川小学校の特色ある教育



地域に愛着をもつ児童の育成

江東区教育委員会コミュニティースクールモデル校



八名川小学校

学校運営協議会

江東区教育委員会

・学校評議委員の任命
・学校運営に関する意見
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教育活動
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明

地域学校協働本部

こども

青少年児童委員
民生委員

学習支援

八名川小学校ＰＴＡ
・ＰＴＡ役員会

・学年代表・学級委員
・広報部 ・児童文化部 ・校外安全部
・ＨＰ委員会 ・スポーツ推進委員会

事務局（地域コーディネーター）

地域住民の参画

・芝管理・花壇管理
・図書室整備
・教職員の事務作業補助
・会報発行・ブログ発信
・カレンダー作成

・ボランティア養成講座
（墨絵、句会、ヴォイス）

・地域人材、教材支援
・各教科、領域の活動補助
・読書推進（読み聞かせ）
・行事手伝い
・登下校安全支援

・スポーツイベント
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八名川小学校コミュニティ・スクール

・読み聞かせ ・図書 ・みどり ・お花 ・ＷＥＳ

保幼小中連携

江東区教育委員会コミュニティースクールモデル校 平成31年5月1日



吹奏楽

ウィークエンドスクール（土曜学校）

やながわファミリー(学校支援本部）

八名川句会

はなまる教室(放課後学習)



読み聞かせボランティア

図書ボランティア

みどりのボランティア

花のボランティア

スポーツ推進



豊かな心を育てる俳句教育



豊かな心を育てる
俳句教育



豊かな心を育てる俳句教育



社会の形成者としての資質能力を育てるＥＳＤ



社会の形成者としての資質能力を育てるＥＳＤ

学習指導要領改訂 「持続可能な社会の創り手」



２年生 生活科 どきどき わくわく まちたんけん

ステップ ① ステップ② ステップ③

学年当初から使用しているワー

クシートを使用し、それを基に

した絵地図を作成、発表資料と

した。

保護者対象の発表会を開催し、目

的意識を高めるとともに、意欲を

引き出す質問を投げかけた。

一度、まち探検を終えた後、

まだ知らないことやもっと知

りたいことがあることに気付

き、さらに探検に出ようとす

る意欲をもたせた。

普段利用している商店や、通学路途中
にある施設など、お気に入りの場所を
紹介し合うとともに、もっと学区域につ
いてしりたいという意欲をもたせた。

第２学年 生活科「どきどき わくわく まちたんけん」

社会の形成者としての資質能力を育てるＥＳＤ



課題をとらえて主体的・対話的な学び

追究したことを活用して個別に思考考えたことを表現

体験的に追究

社会の形成者としての資質能力を育てるＥＳＤ

平成30年度5年生実践



社会の形成者としての資質能力を育てるＥＳＤ

八名川
まつり



①見方・考え方を働かせる。
②知識を相互に関連付け、
より深く理解する。
③情報を精査して考えを
形成する。

④問題を見いだして解決策
を考える。
⑤思いや考えを基に構想し
意味や価値を創造する。

見方・考え方を働かせ、価値観を培う学習

深い学びのための資質・能力
イラストマップ

付箋を使った思考

社会の形成者としての資質能力を育てるＥＳＤ



図画工作科専科教諭が描いたＳＤＧｓ

見方・考え方を働かせ、価値観を培う学習

①校内掲示
ＥＳＤやＳＤＧｓの内容や写真や図
を掲示する。
②朝会講話
朝会講話の中にESDやSDGsに関
係する内容を取り上げる
③図書環境整備
ＥＳＤやSDGsに関する授業に活用
できる図書資料をそろえていく。
児童がSDGsのロゴを図書資料に
貼る活動をする
④特別の教科 道徳

ESDやSDGsの内容を取り上げる。 学校図書館の書籍に、関連する

ＳＤＧｓのロゴシールを貼る

社会の形成者としての資質能力を育てるＥＳＤ



夏休みの自由研究でも

見方・考え方を働かせ、価値観を培う学習

社会の形成者としての資質能力を育てるＥＳＤ



地域とかかわり合う子の育成
～カリキュラム・マネジメントを通して～

地域で学ぶ・地域
を生かす・地域と行
動することで、地域
に愛着やほこりをも
ち、八名川の持続可
能な地域社会の担
い手となる資質・能
力を育てることがで
きる。

令和元年度 江東区教育委員会課題研究校

研究課題「教科領域の連携を生かした学習指導の推進」

研究仮説



研究構想図

本校児童の実態

学校目標

【研究主題】
地域と関わり合うこの育成

～カリキュラムマネジメントを通して～

【特色ある教育活動と
研究を通して育てたい

力】

地域社会の担い手となる
資質・能力

地域の実態

・ＣＳ
・学習支援
・環境支援

【ＥＳＤで身に付けたい（育てたい）力】
①批判的に考える力
②未来像を予測して
計画を立てる力
③多面的、総合的に考える力
④コミュニケーションを行う力
⑤他者と協力する態度
⑥つながりを尊重する態度
⑦進んで参加する態度

【研究仮説】
地域で学び、地域を生かし、地域と行動することで
「①地域の愛着や誇りを持った児童」が育ち、八名川の
「②持続可能な社会の担い手」となる資質、能力を高めること
ができる

【カリキュラムマネジメント】

【研究組織】

研究推進委員会

低
学
年
分
科
会

中
学
年
分
科
会

高
学
年
分
科
会

特色教育推進委員会

○関係法規
○文部科学省学習指導要領他
○東京都教育ビジョン
○江東区の教育

地域

教科横断
的な学習

ＰＤＣＡ

【提案１】

教科横断的な
学習の工夫

【提案２】

ＰＤＣＡ
【提案３】

地域教材
・人材の活用

〇世界の課題
○社会の要請
○ユネスコスクールとして
○サスティナブルスクールとし
て



環 境 人 権 多文化理解

目標 ６
安全な水とトイレ
を世界中に

４年（社）水はどこから
４年(総)いま始めよう防災大作戦
５年(社）わたしたちの生活と森林

目標 １３
気候変動に
具体的な対策

３年(理)太陽の動きと地面
４年(理)天気と気温
５年(理)台風と天気の変化
５年(総)カーボンマイナスアクション
４年(総)いま始めよう防災大作戦

目標 １
貧困をなくそう

３年(総)食べ物から見える世界
５年(社)これからの食料生産

目標 ４
質の高い教育
をみんなに

１年(生)がっこう だいすき
６年(社)世界の未来と日本の役割
全学年(国)俳句づくり

目標 ９
産業と技術革新

の基盤づくり
５年(社)くらしを支える食糧生産
５年(社）くらしを支える工業生産
５年(社)社会を変える情報

目標 ７
エネルギーを
みんなにそして
クリーンに

２年(生)うごくうごく、わたしのおもちゃ
５年(総)カーボンマイナスアクション
５年(社）環境を守るわたしたち

目標 １４
海の豊かさを
守ろう

５年(社)水産業の盛んな地域
５年(行）岩井臨海学校
６年(国）海の命

目標 ２
飢餓をゼロに

３年(国)姿を変える大豆
３年(総)食べ物から見える世界
５年(社)これからの食料生産

目標 ５
ジェンダー
平等の実現

２年(生)あしたへジャンプ
４年(国)手と心で読む

目標 １１
住み続けられる
まちづくりを

２年(生)どきどきわくわくまちたんけん
３年総)地域安全マップをつくろう
４年(総)いま始めよう防災大作戦
４年(総)ごみ減量！大作戦
５年(社)自然災害を防ぐ

目標 １２
持続可能な

生活と消費
３年(社)働く人と私たちのくらし
４年(社)ごみと私たちのくらし
４年(総)ごみ減量大作戦
５年(総)米を活かすくらし

目標 １５
陸の豊かさを
守ろう

1.2年(生)いきものとなかよし
１年(生)はる・なつ・あき・ふゆ
２年(生)大きくなあれ、わたしの野菜
５年(社)米づくりの盛んな地域

目標 ３
すべての人に
健康と福祉

４年(国)だれもがかかわりあえるように
４年(総)やさしさパワーアップ大作戦
（車いすバスケット、介護体験等）

目標 ８
経済成長と
人間らしい仕事

５年(社)くらしを支える食糧生産
５年(社）くらしを支える工業生産
５年(社)社会を変える情報
６年(総)未来へ羽ばたけ

目標 １６
平和で公正な
社会と行政

３年(国)ちいちゃんのかげおくり
４年(国)一つの花
６年(社)願いを実現する政治
６年(社)世界の未来と日本の役割

目標 １０
人や国家間

の平等
２年(生)どきどきわくわくまちたんけん
３年(総)発見！私の町の宝物
６年(総)江戸・深川の町を語ろう
６年(社)世界の未来と日本の役割

目標 １７
世界の協力と
パートナー
シップ

２年(生)どきどきわくわくまちたんけん
３年(総)発見！私の町の宝物
６年(総)江戸・深川の町を語ろう
６年(社)世界の未来と日本の役割

地球規模の問題に対する国連システムの理解

１７の目標をESDカレンダーを中心とした「環境、人権、

多文化理解」の３視点で分類し、実践学年や単元名を
記入しています。「地球規模の問題に対する国連シス
テムの理解」については、すべての領域に関連すると
考え、表の底部に展開させています。SDGｓ・１７の

ゴールと１６９のターゲット、５要素の関わりを意識して
授業をつくっていきます。

人間
People

豊かさ
Prosperi

ty

パートナー
シップ

partnersh
ip

地球
Planet

平和
Peace

ＳＤＧｓ実践計画表2019
ＳＤＧｓを具体化する
八名川小学校のＥＳＤ
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平成３０年度　第４学年　ＥＳＤカレンダー

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数 　　　　　

理科

社会

総合

特活

道徳

音楽

図工

体育

江東区立八名川小学校

人権・命の教育環境の教育 国際理解

水を守れ！アースレンジャー

水はどこから ごみのしょりと利用

新聞を作ろう

わたしの研究ﾚﾎﾟｰﾄ

アップとルーズで伝える

ヒキガエルとロバ

夏近し 夏さかり 秋さがし 春立つ

折れ線

グラフと表

俳 句 づ く り

ごみ減量！大作戦

郷土をひらく

季節と生き物

動いて、考えて、また

動く

資質・能力

読むことについて

考えよう

私たちの東京

学級会 係活動、当番活動

海をこえて

やさしさ

パワーアップ大作戦

八名川まつり

ウナギのなぞを追って

浮世絵

大きくなってきた私の体

聞かせて、君の声を かわいそうなぞう

社会科で行う、ごみ
の処理と利用を発展
させた学習として位
置付ける。

ごみ減量大作戦で
学んだ実践力・発
表力を生かす。

まとめたり、発
表することを選
んだりする力

きれいにするために、勤
労奉仕する気持ちが大切
であることを考える。

俳句作りを通して、ものを見たり観
察したりする力を高め、美しいもの
に気づいたり、物事の本質を見つけ
たりできる。

自分たちの生活が、自
然によって成り立って
おり、自然を大切にし
たいという心情を根底
にもたせる。

ごみ減量作戦で、自分たちの考
えたことを、学芸会を通して伝
え、人々の心を少しでも変えて
いこうとすることができる。



江東区立八名川小学校 

  生活科 第２学年 指導計画 

４月          ５月          ６月         ７月       ８月９月      １０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記号の見方】☆…学びに火を付ける過程 ○…調べる過程 ◎…まとめる過程 ●…伝え合う過程 □…ステップ２以降の過程 

単元名「春だ 今日から 2年生」（７時間） 単元名「どきどき わくわく まちたんけん」（８時間） 

 

単元名「生きもの なかよし 大作せん」（9時間） 

【ねらい】 

学校や公園にある自然から春を見つけ、

自然に親しむことができる。 

＜ステップ１＞ 

☆春になって身の回りの自然の変わ

ってきたことについて話し合い、自

然への興味・関心を高める。 

○学校や公園を歩き、身の回りにどん

な春が来ているか調べる。 

◎学校や公園で、印象に残った春を選

び、カードにまとめる。 

●学校や公園で見つけた春を友だち

に紹介する。 

＜ステップ２＞ 

□1 年生に、学校や地域にある春を知

らせ、春の自然（あさがおの種など）

をプレゼントするとともに、学校の

楽しさを伝える手紙を書き、学校内

を案内する。 

【地域人材・関係機関】 

・１年生 

【ねらい】自分たちのまちを探検する活

動を通して、まちの良さを知り、愛着を

もつことができる。 

 

 

＜ステップ１＞ 

☆自分たちのまちの秘密について教

えあい、行ってみたい場所について

話し合う。 

○まち探検に行く際のルールやマナ

ーを考え、まち探検に行く計画を立

てて、まち探検に行く。 

◎まち探検で見つけたことや気付い

たことをカードや絵地図にまとめ

る。 

●まち探検の中で見つけたまちの良

さを発表しあう。 

＜ステップ２＞ 

□まち探検の活動の中でお世話にな

った地域の方、保護者の方にまちの

良さを伝える。 

【地域人材・関係機関】 

・地域の商店街や社会施設 

・保護者 

【ねらい】生き物の飼育を通して、生き

物が、生命をもって成長していることに

気付き、親しみをもって大切に育てるこ

とができる。 

 

＜ステップ１＞ 

☆身の回りの生き物について話し合

い、生き物を探しに行く。 

○生き物に適した環境やえさなどの

飼育法を調べ、生き物を育てる。 

◎生き物との関わりを通して気付い

たこと、感じたこと、考えたことな

どをまとめる。 

●生き物を育てた体験について発表

し合う。 

＜ステップ２＞ 

□生き物についてまとめた作品や実

際の生き物を展示した生き物広場

をつくり、保護者を生き物広場に招

待する。 

【地域人材・関係機関】 

・生き物の飼育に詳しい専門家や教員 

・図書館（団体貸し出し） 

野菜を育てよう  （１１時間） 

単元名「みんなでつかう まちのしせつ」（６時間）） 

【ねらい】公共施設へ行き、そこにある

ものをみんなで大切に使うことや、そこ

で働いている人のことが分かり、正しく

利用することができる。 

＜ステップ１＞ 

☆地域の公共施設について話し合い、

図書館で働いている方へインタビ

ューを行う計画を立てる。 

○図書館へ行き、図書館で働いている

人の思いや施設の使い方、そこで働

く人についてなどを調べる。 

◎インタビューしたことや気付いた

ことをカードにまとめる。 

●図書館の紹介ポスターを作り、図書

館の魅力を発表しあう。 

＜ステップ２＞ 

□他にもどのような公共施設がある

のか調べ、まとめたことを発表し合

う。 

【地域人材・関係機関】 

・地域の商店街や社会施設 

 



1年生生活科「ふゆをたのしもう～むかしあぞび～」



学習指導要領「生活編」
（８）生活と出来事の交流（５）季節の
変化と生活
（８）自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々
と伝え合う活動を通して、相手のことを想像したり伝
えたいことや伝え方を選んだりすることができ、身近
な人々と関わることのよさや楽しさが分かるとともに、

進んで触れあい、交流しようとする。

（５）身近な自然を観察したり、季節や地域の行事に
関わったりするなどの活動を通してそれらの違いや
特徴を見つけることができ、自然の

様子や四季の変化季節によって生活の様子が変わ
ることに気付くとともに、それらを取り入れて自分の
生活を楽しくしようとする。



単元の目標

◯地域の人に昔あそびを教わったり、進んで一緒に
あそんだりするこ とができる。

◯地域の人と一緒に遊ぶ中で、昔あそびのよさや
楽しさ、地域の人の優しさに気付くことができる。

◯昔あそびを工夫し、楽しかったことやできるように
なったことを分かりやすく伝えることができる。



評価規準

• 評価の観点 知識・技能の基礎

①きづく

四季の変化や自然の不思議さ、季節によって生活の様
子が変わることや、それらと自分の関わりに気付いてい
る。

地域の方や自分たちのおじいさん、おばあさんと関わる
ことのよさや

楽しさが分かる。

②じぶんでできる

自分の生活が、地域の人と関わっていることが分かる。



・評価の観点 思考力・判断力・表現等の
基礎

①かんがえる

相手のことを想像しながら、相手の立場に立ってふ
れあい方をかんがえることができる。

②つたえる

自分が伝えたいことを選び、工夫して発表すること
ができる。



・評価の観点 主体的に学習に取り組む態度
の基礎

①ちょうせんする

進んで昔遊びに取り組み、招待した方々とふれあい、
交流しようとすることができる。

②じしんをもつ

地域の方に親しみや愛着をもち、適切に接すること
ができる。



ア 知識・理解 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に

学習に取り組む態度

単

元

の

評

価

規

準

経験したことや想像

したことなどから書

くことを決め、誰が

何をしたのか主語と

述語に気をつけて書

いている。

場面の様子や地域の方

の様子や行動を具体的

に想像し感じたことや

分かったことを表現し

ている。

知らせたいものについ

て、聞いたり教わった

りしたことをよく思い

出して書こうとしてい

る。

今回の単元に関連させた国語科の評価規準



１年児童の実態～アンケート結果～
①家でどんな遊びをしていますか？（複数回答あり）

ゲーム トランプ オセロ レゴ 工作 絵画 縄跳び 人形

２９人 １８人 １４人 ７人 ５人 ９人 ５人 ５人

コマ あやとり けん玉 双六 おはじき 竹とんぼ 折り紙 プラ

レール

５人 ４人 ３人 １人 ２人 ２人 ４人 １人



②したことのある昔あそびはなんですか？
（複数回答あり）
あそび 人数

お手玉 ３８人

こま ４８人

けんだま ４５人

あやとり ３４人

竹とんぼ ３５人

羽子板 ２２人

ビー玉 ３９人

一つもない ６人



③ ②の遊びは誰としましたか？
（複数回答あり）

相手 人数

両親 ３６人

祖父母 １８人

兄弟 ３０人

友達 ４２人

地域の人 ７人

一人 ４０人



保護者アンケート

①お子さんが近所の方やお年寄りの方と、触れ合う機会はあります

か？

②はい、答えた方は、どんな遊びをしたことがありますか。

◯あやとり ◯たこあげ ◯将棋 ◯ベーゴマ ◯カルタ ◯水鉄砲 ◯お手玉

③お子さんは、どんなことで近所の方やお年寄りの方と関わっていま

すか。
◯地域のイベント（盆踊り、もちつき、スイカ割り等）でお年寄りと交流している。

◯児童館

はい いいえ

１６人 ３５人



• 児童の地域との関わり

あり ３０％ なし ７０％

↓

あやとり、カルタ、お手玉（地域のイベント、盆踊り、餅つき、
スイカ割 りなど）

↓

地域の方と交流する経験があまりない。

↓

地域の方と一緒に昔遊びを体験し、地域に愛着をもたせたい。



カリキュラムマネジメントについて



冬の昔あそびをしてみよう。
一次

◯冬の遊びには何があるかを話し合う。

◯コマに色を塗る。

◯昔あそびをする。

◯もっと上手くなるように工夫して遊ぶ。



昔あそびを上手になろう。

◯上手くなるコツを地域の方に聞く。

◯昔あそびを地域の方や高齢の方や父母に教えてもらう。

◯教えてもらったことを絵と文章でカードにまとめる。

◯自分の得意な遊びを発表する。

二次



紙てっぽう 三角の下の方をつかみましょう。

竹じゃみ
竹を３本～４本もってみましょう。



ひざをつかってリズムよくのせます！



５０かいれんしゅうしました！



お礼の手紙を書きましょう。

◯感謝の気持ちを込めてお礼のお手紙を書く。

三次







3年生社会科「お店ではたらく人」



「学習指導要領解説 社会編」
第３学年の「内容（２）ア（イ）（ウ）」及び，「内容（２）イ
（イ）」

（２）地域に見られる生産や販売の仕事について，学習の問題を追究・解

決する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（イ）販売の仕事は，消費者の多様な願いを踏まえ売り上げを高め

るよう，工夫して行われていることを理解すること。

（ウ）見学・調査したり地図などの資料で調べたりして，白地図など

にまとめること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

（イ）消費者の願い，販売の仕方，他地域や外国との関わりなどに

着目して，販売に携わっている人々の仕事の様子を捉え，そ

れらの仕事に見られる工夫を考え，表現すること。



小単元の目標
• 自分たちの住んでいる地域では，人々が工夫をしながら販
売に関する仕事をしており，日々の自分たちの生活を支え
ていることが分かる。

（知識・技能）

• 身近な地域の販売に関する仕事の実際について，観察・調
査したり，表現したりすることを通して，仕事の特色や他地
域との関わり，仕事に携わる人々の工夫，及び消費者の願
いを具体的に考えることができる。

（思考力・判断力・表現力）

• 進んで消費活動について調べようとし，よりよい買い物のし
かたや生活をしていこうとする態度をもつことができる。

（学びに向かう態度）



「消費者」としての子ども

「消費者」

①物資を消費する人

②お金を支払って商品を買う人

①にくらべ、②の経験に乏しいため、
消費者や販売者へのインタビュー活
動とともに、体験的な学習活動の設
定が必要である。



地域教材の活用

地域の方から学び，地域の実態を調べ，
地域に向けて発表するという一連の活
動を通して，地域がより身近な存在にな
ると考えられる。

→今回は、ライフ菊川店への見学を行う。



ＮＥＷ！ＥＳＤカレンダー（中学年版）

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

理科

社会

総合的
な学習
の時間

特別活
動

特別の
教科
道徳

 

外国語
活動

音楽

図画
工作

体育

第3学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

人権・命の教育環境の教育 多文化の理解

わたしたちのまちたんけん

食べ物から見え
る世界

江東区のうつりかわり

ふろしき

開店！わたしたちのお店

八名川まつり
（開店！わたしたちの

お店）

つたえよう、楽しい
学校生活

ものを作る仕事

地域安全マップを作ろう

大きい数の
仕組み

きつつき
の商売

気になる
記号

よい聞
き手に
なろう

かけ算
長いものの長さ
のはかりかた

発見！町のたからもの

知識 技能 思考・判断・表現 学びに向かう態度

国語辞
典の使
い方

教科等領域等 単元等 活用した力

国語科 きつつきの商売 商売という言葉の認識

国語辞典の使い方 言語力情報活用力

よい聞き手になろう 聞き方（対話の力）

気になる記号 書き方、目的に応じて調べ

る力

つたえよう、楽しい学校生活 話し方、発表力

算数科 かけ算等 算数的知識

理科 植物を育てよう 植物の成長と環境理解

社会科 わたしたちのまちたんけん 地域活用・地図活用

総合 地域安全マップをつくろう 地域活用・地図活用

道徳 『ふろしき』 物を包むものに関する知識

①資質・能力の項
目ごとに色分けした
線で各単元を結ん
だ。

②活用した力を表
にしてカレンダー中
に盛り込んだ。

③ユネスコスクール
の４つの視点のうち、
３つの視点について
色分けし、示した。



児童の学びを深めるＥＳＤカレンダーのあり方（ＰＤＣＡ）

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

社会

算数

理科

総合的
な学習
の時間

特活

道徳  

外国語

音楽

図工

体育

令和元年度　第3学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

人権・命の教育環境の教育 多文化の理解

市のようす
かわってきた

人々のくらし
店ではたらく人

国際的な協力

工場ではたらく人
くらしを守る

単元の目標

・地域に見られる販売の仕事について、学習問題を、見学・調査し
たり、地図などの資料で調べたりして、白地図などにまとめるなど
追究・解決する活動を通して、販売の仕事は、消費者の多様な願
いをふまえ、売り上げを高めるよう工夫して行われていることを理
解する。

・消費者の願い、販売の仕方、他地域や外国との関わり等に着目
して、販売に携わっている人々の仕事の様子をとらえ、それらに見
られる工夫を考え、表現する。

・学習を通して、よりよい社会を考え、解決しようとする態度や、地
域の一員としての自覚をもつ。

【提案１】子どもの学びを深めるESDカレンダーのあり方(PDCA)



児童の学びを深めるＥＳＤカレンダーのあり方（ＰＤＣＡ）

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

社会

算数

理科

総合的
な学習
の時間

特活

道徳  

外国語

音楽

図工

体育

令和元年度　第3学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

人権・命の教育環境の教育 多文化の理解

キツツキ

の商売
よい聞き手

になろう
つたえよう

市のようす
かわってきた

人々のくらし
店ではたらく人

俳 句 づ く り

国際的な協力

工場ではたらく人
くらしを守る

国語辞典

の使い方



児童の学びを深めるＥＳＤカレンダーのあり方（ＰＤＣＡ）

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

社会

算数

理科

総合的
な学習
の時間

特活

道徳  

外国語

音楽

図工

体育

令和元年度　第3学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

人権・命の教育環境の教育 多文化の理解

キツツキ

の商売
よい聞き手

になろう
つたえよう

市のようす
かわってきた

人々のくらし
店ではたらく人

俳 句 づ く り

国際的な協力

工場ではたらく人
くらしを守る

国語辞典

の使い方

八名川まつり

食べ物から見える世界地域安全マップを作ろう



児童の学びを深めるＥＳＤカレンダーのあり方（ＰＤＣＡ）

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

社会

算数

理科

総合的
な学習
の時間

特活

道徳  

外国語

音楽

図工

体育

令和元年度　第3学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

人権・命の教育環境の教育 多文化の理解

キツツキ

の商売
よい聞き手

になろう
つたえよう

地域安全マップを作ろう

市のようす

植物を育てよう

食べ物から見える世界

かわってきた

人々のくらし
店ではたらく人

俳 句 づ く り

国際的な協力

八名川まつり

工場ではたらく人

郷土

大きい数

のしくみ

くらしを守る

Ｈｏｗ much

国語辞典

の使い方

人権・命の教育環境の教育 多文化の理解

キツツキ

の商売
よい聞き手

になろう
つたえよう

市のようす
かわってきた

人々のくらし
店ではたらく人

俳 句 づ く り

国際的な協力

工場ではたらく人
くらしを守る

国語辞典

の使い方

八名川まつり

食べ物から見える世界地域安全マップを作ろう

植物を育てよう

かけ算

の筆算



児童の学びを深めるＥＳＤカレンダーのあり方（ＰＤＣＡ）

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

社会

算数

理科

総合的
な学習
の時間

特活

道徳  

外国語

音楽

図工

体育

令和元年度　第3学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

人権・命の教育環境の教育 多文化の理解

キツツキ

の商売
よい聞き手

になろう
つたえよう

地域安全マップを作ろう

市のようす

食べ物から見える世界

かわってきた

人々のくらし

かけ算

の筆算

店ではたらく人

俳 句 づ く り

国際的な協力

八名川まつり

工場ではたらく人

しょくぶつをそだてよう

郷土

大きい数

のしくみ

くらしを守る

Ｈｏｗ much

国語辞典

の使い方

人権・命の教育環境の教育 多文化の理解

キツツキ

の商売
よい聞き手

になろう
つたえよう

地域安全マップを作ろう

市のようす

植物を育てよう

食べ物から見える世界

かわってきた

人々のくらし

かけ算

の筆算

店ではたらく人

俳 句 づ く り

国際的な協力

八名川まつり

工場ではたらく人

植物を育てよう

郷土

大きい数

のしくみ

くらしを守る

Ｈｏｗ much

国語辞典

の使い方

教科領域 単元 活用した力 ・

国語科 キツツキの商売 商売という言葉の認識

よい聞き手になろう 聞き方（対話の力）

辞書の使い方 言語力情報活用力

つたえよう 話し方、発表力

総合 地域安全マップ 地域活用、地図活用

食べ物の世界 商品知識

売るための工夫の思考判断

理科 植物を育てよう 植物の成長と環境理解

外国語 数えて遊ぼう How much

人権・命の教育環境の教育 多文化の理解

キツツキ

の商売
よい聞き手

になろう
つたえよう

地域安全マップを作ろう

市のようす

植物を育てよう

食べ物から見える世界

かわってきた

人々のくらし
店ではたらく人

俳 句 づ く り

国際的な協力

八名川まつり

工場ではたらく人

郷土

大きい数

のしくみ

くらしを守る

Ｈｏｗ much

国語辞典

の使い方

人権・命の教育環境の教育 多文化の理解

キツツキ

の商売
よい聞き手

になろう
つたえよう

市のようす
かわってきた

人々のくらし
店ではたらく人

俳 句 づ く り

国際的な協力

工場ではたらく人
くらしを守る

国語辞典

の使い方

八名川まつり

食べ物から見える世界地域安全マップを作ろう

植物を育てよう

かけ算

の筆算



児童の学びを深めるＥＳＤカレンダーのあり方（ＰＤＣＡ）

教科領域 単元 活用したい力 ・
国語科 キツツキの商売 商売という言葉の認識

よい聞き手になろう 聞き方（対話の力）
辞書の使い方 言語力情報活用力
つたえよう 話し方、発表力

総合 地域安全マップ 地域活用、地図活用
食べ物の世界 商品知識

売るための工夫の思考判断

理科 植物を育てよう 植物の成長と環境理解

外国語 数えて遊ぼう How much



評価表の活用
Ｃ　評価表

社会科 3 年生 単元「 」 理科 道徳
本時の学習内容 知識技能 知識・技能

消
費
者
の
願
い

売
り
上
げ
を
高
め
る
工
夫

見
学
・
調
査

地
図
活
用

白
地
図

消
費
者
の
願
い

、
商
売
の
仕
方

、
他
地
域

や
外
国
と
の
関
わ
り

仕
事
の
工
夫

問
題
解
決

よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
す

地
域
社
会
の
誇
り
と
愛
情

地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

・お家の人がどのようにして買い
物をしているか予想する。
（６／２０）

商
売
と
い
う
言
葉

相
手
を
見
て
話
し
た
り
聞
い
た
り

言
葉
の
抑
揚
や
強
弱

、
間
の
取
り
方

関
心
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て

、
書
く
上
で

必
要
な
内
容
を
調
べ
る

辞
書
の
活
用

互
い
の
共
通
点
や
相
違
点
を
考
え

、
話
し

合
う

書
こ
う
と
す
る
こ
と
の
中
心
を
明
確
に

し

、
目
的
や
必
要
に
応
じ
て
理
由
や
事
例

を
挙
げ
て
書
く

目
的
に
応
じ
て
様
々
な
文
章
を
選
ん
で
読

む か
け
算
の
し
か
た

長
い
も
の
の
長
さ
の
は
か
り
方

大
き
い
数
の
読
み
方

植
物
の
育
ち

、
順
序

、
つ
く
り

植
物
と
環
境
の
か
か
わ
り

地
域
認
識

地
図
活
用

ビ
ニ
ー

ル
袋
や
マ
イ
バ

ッ
ク
の
便
利
さ

本時との関連 ☆ ☆

児童氏名 特筆すべき内容 児童氏名
1 石田　奈緒美 ◎ 1 石田　奈緒美
2 稲森　南奈 ◎ ◎ 2 稲森　南奈
3 大﨑　涼介 3 大﨑　涼介
4 太田　小陽 4 太田　小陽
5 大野　綾太 5 大野　綾太
6 小倉　美優 「自分は行かない店もある。」 6 小倉　美優
7 金子　守明 欠 7 金子　守明
8 鎌田　柑南 8 鎌田　柑南
9 小城　祐陽 9 小城　祐陽

10 小林　真悠 欠 10 小林　真悠
11 櫻井　祐太 △ 思いつかない。→地図 11 櫻井　祐太
12 佐藤　槙紀 ◎ 近くにお店がないことに気づく。 ◎ 12 佐藤　槙紀
13 菅原　広佑 ◎ 13 菅原　広佑
14 髙橋　史弥 ◎ 14 髙橋　史弥
15 田村　晏詩 方角について混乱→地図、掲示 15 田村　晏詩
16 寺田　幸村 「自分はあまり店に行かない。」 16 寺田　幸村
17 中島　万優子 ◎ 近くにお店がないことに気づく。 ◎ 17 中島　万優子
18 成瀬　陽菜子 18 成瀬　陽菜子
19 野口　洋輔 ◎ ◎ 19 野口　洋輔
20 花田　康明 20 花田　康明
21 久水　蒼士 △ 気付きはある。表現に支援必要。 21 久水　蒼士
22 丸本　琥太郎 22 丸本　琥太郎
23 丸山　慧輔 23 丸山　慧輔
24 三浦　蓮 「自分はあまり店に行かない。」 24 三浦　蓮
25 水上　愛理 △ 気付きはある。表現に支援必要。 25 水上　愛理
26 山口　珠希 方角に着目している。 ◎ 26 山口　珠希
27 山本　悠斗 △ 思いつかない。→地図 27 山本　悠斗
28 吉田　仁誠 欠 28 吉田　仁誠

単元の学習内容
・スーパーマーケットの見
学
・インタビュー活動
・探検カードの記入
・調べ学習
・新聞づくり
（・お店の準備）

社会／総合
４/１１時

知識・技能 思考・判断・表現等 学びの態度 知識・技能 思考・判断・表現等 知識・技能 知識・技能

本単元で育てたい力 活用したい力

１/１５時
店ではたらく人 国語科 算数



本小単元での手立て

・お客さんも含め、体験的に活動できる

発表を八名川まつりで行うこと。

・地域教材を活用すること。

・カリキュラム・マネジメントを意識した指

導を行うこと。

2019.10.19 八名川まつりでの様子



①買い物調べ～予想してみよう！

○お家の人がどのように買い物をしているのかな？

・「どこで」「何を」買っているか。

・どんなことに気をつけて買い物をしているか。

○買い物調べをしよう。

・家庭での買い物調べを行い、家の人にインタビューしよう。

「どこで買い物をすることが多いですか？」

「何を買いましたか。」「気をつけていることは、何ですか。」

つかむ



②買い物をするときの工夫
～買い物調べの結果から～

○お家の人にインタビューしてみたよ！

「スーパーマーケットで買い物すること
が多い。何でもそろっちゃう。」
「安くて、新鮮なものを買うわ。」

「買いすぎにも気をつけているの。必要
な分だけ買うようにしてるわ。」

「同じような店で買っています。」「重い
ものは、配達していただいてるの。」



○買い物調べの結果をもとに、買い物をするときの
工夫についてまとめる。

• お家の人は家から遠いところで買い物をすることが多い。

• 何日か分の食料を買っている。（野菜を多く買っている。）

• 買い物する時は、「安さ」や「新鮮さ」に気をつけたり、「買い
すぎる」ことがないように心がけている。

◇学習問題◇

お店の人は、ものを売るためにどのような
工夫をしているのだろう。



③スーパーマーケットに見学へ（ライフ菊川店）
～お店の工夫を調べる～

◎お店での工夫をたくさん聞いてきました。

・商品の並べ方の工夫
・働いている人の工夫
・エコバッグの使用について
・名前の由来について
・レジについて
・売れ残った商品について 等

学習計画を立てて、さらに調べてみよう。

調べる



お店の様々な工夫につい

て、どんなことを記事に書こう

かな。知らせたいことは？

④調べたことをもとに、新聞づくりをしよう。

商品を売るだけじゃな
くて、お店が地域のた
めに貢献していること
を知らせたいな。

これからスーパーマーケッ
トが、どうなっていくのか、考え
てみたよ！

まとめる



⑤八名川まつりに向けて
「開店！わたしたちのお店」
（総合的な学習の時間）

◎教室にスーパーマーケットを開こう～学んだことを生かして～

その前に・・・
・何について、知らせるの？
・どんな発表の仕方をしようか？

・スーパーには、いろいろな部門があるね。（魚・肉
部門、サービスカウンター部門、総菜部門、野菜・
果物部門、レジ部門等）どこの担当になろうか？
・スーパーの名前は？キャラクターも作りたいね。
・発表ために何を作る必要があるかな？
・必要な材料は、何だろう？

話し合って、決めよう！

いかす



☆お店の名前とキャラクター☆

お客さんが明るく楽しい気持ちで買い物を
してもらえるように。また買い物に来たいと
思ってもらえるように。
キャラクターは、「地球くん」になりました。

キラキラして見えるくらいに清潔で、お客さ
んの心も自然と輝き出すような品揃えの
スーパーになるように。
キャラクターは、「バケお」になりました。



⑥「八名川まつり」での様子
『開店！わたしたちのお店」～いらっしゃいませ～



児童の振り返りより
①学習したことをもとにどんなことをお店づくりに

活用したか。（社会科で身につけたお店の仕事についての知識）

・品物の並べ方

・表示、値段の付け方

・エコバッグの使用

・リサイクルボックスの活用

・チラシの活用

・店を清潔にすること

・協力して店を維持していること

・お客さんの願いを考えて売ること

ふりかえ
り



②他教科で学習したことでお店づくりに役だったことは？

「国語科」

・話したり聞いたりする力 ・言葉遣いについての知識

・調べたことをもとに発表する力 ・文章を書く力

「算数科」

・計算する能力 ・式を立てる力

「図工科」

・立体制作の経験 ・色水を作った経験

・絵を描いた経験 ・粘土で作品作りをした経験

「体育科」

・持久力

「道徳」

・やさしい心について考えた経験



③お店への思い。

・この学習をして、家から近いし、いろいろな工夫を
しているから

・今まではお父さんお母さんと行っていたけれど、一
人でもいってみたいなぁと思った。

・もっとスーパーの工夫を知りたいので、また行きた
い。

・みんなで調べたことを家族に教えるために、また
スーパーに行きたい。

・お買い物が好きだから、スーパーに行きたい。

・「買い物は楽しいな」と思うようになった。



④買い物でこれから気を付けたいこと。

・賞味期限や消費期限をよく見ようと思った。

・家にないか調べてから買う。

・増税に気をつける。

・本当に必要なのか考えて買う。

・エコバッグを持って行く。

・おいしそうな物を選ぶ。

・安心で安全な品物を買う。

・安い品物を選んで買う。

・コロッケや焼き鳥にくしゃみをしないようにする。

・お菓子を勝手に買わない。



成果と課題
○成果

・工夫して仕事をする人々の素晴らしさに気付いたり，
環境問題を自分事として考えたりする姿が見られた。

・カリキュラム・マネジメントの考え方に則って，年間指
導計画を作成した。「ふろしき」についての知識や国語
辞典の使い方など，他教科の学習の経験がより効果
的な学びにつながった。

・評価表を使用することで、以下の２点において成果が
見られた。

「資質・能力の相互関連を意識した授業づくり」

「児童の資質・能力を評価する視点の明確化」

・八名川まつりでの発表を通して、他学年の児童も、買
い物の仕方を体験的に学習することができた。



●課題

・調べる活動で，再度スーパーマーケットへの見学
に行くべきだった。

・他教科の学びが活きていることについて，児童に
言葉で伝えることで評価していくべきだったが，その
働きかけが不十分であった。

・評価表を日常的に使っていくのは難しい。

・単元を通して、他教科での学びを活用することを
もっと意識させるとよかった。

・スーパーの未来について考えさせ、発表に取り入
れたが、「ロボット」やAIに凝り固まった感があった。



5年生総合的な学習の時間「未来のまちづくり」



単元の目標・評価基準

•目標：自分たちがくらす地域のよさと課題に気付き、
解決方法を考えて、自分たちのまちづくりを発表す
ることで、地域への愛情を育てる。
評価の観点 単元の評価規準

知識・技能

①自分たちが暮らす地域の良さや課題を気付き、理解することができる。

②自分たちが暮らす地域の良さや課題について、地域の人の話を聞いたり、調査したりして調べることができる。

③より良い町づくりについて、図書資料やインターネットの資料を効果的に活用して調べることができる。

思考力・判断力・

表現力等

①調べた内容をもとにして、まちづくりをどのようにしていきたいか考えることができる。

②取材内容や調査内容をもとに、より良い町づくりについての自分の意見をもつことができる。

③まちづくりについて学んだことや考えた内容を効果的に表現し、適切な方法で発表することができる。

主体的に学習に取

り組む態度

①学びの見通しをもって粘り強く学習に取り組み、自らの学習活動を振り返って、より良い発表物の作成などの発表

に向けての活動をすることができる。

②地域社会に感謝の気持ちをもち、地域の方々の立場に立って深川の未来の町づくりを考えようとしている。



SDGs１１「住み続けられるまちづ
くりを」

• ２０３０年までに、包摂的かつ持続可能な都市化を
促進し

• 全ての国々の参加型、包摂的かつ持続可能な

• 人間居住計画・管理の能力を強化する。

SDGｓ１１を見据え、本単元では、歴史的・環境的側面から地域を見直すとともに、
持続可能なまちづくりについて調べて考え、発表する中で地域への愛着を育てる
ことをねらいとする。



子どもの学びを深める教科横断的な単元観：ＥＳＤカレンダー

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

理科

社会

総合

特活

英語

道徳

音楽

図工

体育

家庭

第５学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

心のもよう

環境教育異文化理解
人権、民主主義の

理解と促進
単元とつながる資質・能力

八名川地球防衛隊

流れる水のはたらき

物を活かして住みやすく

自然災害

を防ぐ

天気を

予想する

八名川田んぼクラブ

明日をつくる
わたしたち

植物の発芽・成長

次への一歩

活動報告書

米づくりのさかんな
庄内平野

これからの食料
生産とわたしたち

世界の中の国土

グラフや表を

用いて書こう
100年後のふるさと

台風と天気の変化

ひろがるつながる

わたしたちの読書

色や形から受けるイメー

ジについて考える。

自分の考え、自らの立場

を明らかにして提案する

方法を知る。

カーボンマイナス

環境を守る

わたしたち

角柱と円柱

情報を生かす

わたしたち

未来のまちづくり

地球規模の問題に対する
国連システムの理解

事実と考えを区別して

表現する方法を知る。

図表やグラフ等の文章以外の資

料を効果的に用いることで、説得

力を高められることを知る。

立体についての理解を進めることで、まちの施設

やその構造についての概念形成に生かす。

立ち上がれマイライン！

～ワイヤータワー～

豊かな表現を生かして

～小さな勇気～

ワイヤーを使用した立体の組み立て方を知

り、アウトプットの選択肢を広げる。

歌詞を通じて、他者を思いやること、身の

回りの思いやりに気付かせる。



主な学習活動

①フィールドワークを通じて学区域の良い点・課題を捉え、コラボノート（思考
ツール）でまとめる。

②素敵な町調べ：観光パンフレットなどの資料を探す、家族へインタビューす
る

③まちづくりで大切にしたいことは何か、コンセプトを考える。

④コンセプトごとにグループ分け、再度フィールドワークを行う。

⑤テーマづくり

⑥テーマのプレゼンテーションとテーマの決定

⑦表現方法によってグループ分け、発表物作成

⑧展覧会での発表



フィールドワーク

〇地域の良さ・課題などの発見



コンセプトの話し合い

〇フィールドワーク結果の整理→コンセプトをまとめる



コンセプトの発表

学年全体で一つのテーマにまとめ、発表方法に応じてグループ分け

展覧会での発表



成果と課題
◎成果（児童の感想より）

• 「深川について自分では知っていたつもりでも、改めて地域の課題や良さを考える
ことができ、知らなかったことがたくさんあることが分かった。」

→地域の再発見

• 「この地域は伝統や文化が残っていて誇りに思うが課題もあると感じた。」

→地域の良さの再認識・地域への愛着の深まり・課題を客観的に捉える力。

• 「学習を通じて地域の良さや課題を改めて知ることができた。これからもっとこの町
をすみやすい、素敵な町にしていきたい。」

→素敵な町調べを通したビジョンの明確化・当事者意識をもって課題を捉えること

●考えるべきこと

• 理想と現実

• 地球温暖化→八名川まつりでの発表（地球防衛隊）→未来のまちづくりという流れ
が本単元での児童の思考・考えにどのような影響を与えたか。



•まち探検を通じて、主体的に調べる

施設の方と会話したり、
お手伝いや体験をしたりしました。

第２学年 生活科「どきどき わくわく まちたんけん」



第４学年 社会科・総合的な学習の時間



第４学年 社会科・総合的な学習の時間



第６学年総合的な学習「江戸・深川のまちを語ろう」
江戸深川ガイドツアー

江戸や深川について
調べたことをガイドする



研究のまとめ

成果について

○地域を扱った学習を進めることができた。
○地域には、自分たちが興味をもって関わる人がたくさんいた。
（名人マップ）

○地域に関わる活動は、児童の家族にまで浸透している。
○地域に密着したカリキュラム作りができた。
○児童が地域の中に進んで入り、学ぼうとする気持ちが育った。
○児童が進んで地域にかかわり合おうとした。自分事としてとら
えた。３年生では「またスーパーに買いに行こう」など、学び
に向かう人間性の向上が見られた。

○教科横断では、国語科で学んだことで、みんなの前で発表する
ことが生かされた。

○今後に生かされるようなPDCAのカリキュラムマネジメントがで
きた。

○知らなかった遊びを知り、季節の変化や人の温かさに気付くな
ど効果的な額となる伝承遊びは、継続して行っていく。



研究のまとめ
課題について

○教科横断で組み合わせたことで、逆に時数が増えた。学習の質は
向上したが、授業の量は減らなかった。

○カリマネは広すぎて、学校全体で整合性がとれなかったように考え
る。PDCAを深く理解し、評価の仕方を工夫開発していきたい。

○１年では「地域を知る」、２年では「継続して関わる」など、人との関
係だが、その学年だけではなく、継続していくことが大切である。

○数値的な目標を作って達成されたかどうかを測る必要がある。
（「地域を構成する一員であるという意識があるか。」保護者にも。）

○地域とのかかわりの希薄さとはどのような児童の思いなのか明ら
かにすべき。具体的には、「地域にかかわりたいけれどかかわれな
い」「地域に興味が無い」「地域のかかわり方を知らない」など

○児童がやったことのない体験を学校で行う。
○わんぱく相撲をきっかけに相撲部屋を調べるなど、地域を教材とし
て、何を目指すかを具体的にできるとよいのではないか。


